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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年2月4日(2021.2.4)

【公表番号】特表2020-504727(P2020-504727A)
【公表日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2020-006
【出願番号】特願2019-533349(P2019-533349)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/437    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4985   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/496    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/438    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/541    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/538    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０４Ｚ
   Ｃ０７Ｄ  471/04     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １４２　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０６Ａ
   Ａ６１Ｋ   31/437    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4985   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ３１１　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０５Ｚ
   Ａ６１Ｋ   31/496    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/438    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ３０１　
   Ａ６１Ｋ   31/541    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/538    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/22     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉを有する化合物：
【化１】

、
またはその薬学的に許容される塩、溶媒和物、互変異性体、立体異性体、もしくは重水素
化類似体であって、式中、
　環Ａは、Ｘ３、Ｘ４、ならびにＸ３およびＸ４を連結する任意選択の二重結合と共に、
環Ａ４またはＡ５：

【化２】

　　Ａ４　　　　　　Ａ５
であり；
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　Ｘ５は、ＣＲ５またはＮであり、
　Ｘ６は、ＣＨであり、
　Ｘ７は、ＣＨであり、
　Ｒ３は、－Ｂ－Ｌ－Ｔであり、
　Ｒ４は、（ａ）～（ｆ）：
　　（ａ）－Ｘ－ヘテロシクロアルキルであって、－Ｘ－ヘテロシクロアルキルの前記ヘ
テロシクロアルキル部分が、０～３個のＲ７基および０～１個のＲ８基で置換されており
、－Ｘ－ヘテロシクロアルキルの前記ヘテロシクロアルキル部分が、飽和もしくは不飽和
である、－Ｘ－ヘテロシクロアルキル、
　　（ｂ）－Ｘ－シクロアルキルであって、－Ｘ－シクロアルキルの前記シクロアルキル
部分が、０～３個のＲ７基および０～１個のＲ８基で置換されており、前記シクロアルキ
ルが、飽和もしくは不飽和である、－Ｘ－シクロアルキル、
　　（ｃ）アリールもしくはヘテロアリールであって、前記アリールもしくはヘテロアリ
ールが、０～１個のＲ１０基および０～１個のＲ１１基で置換されている、アリールもし
くはヘテロアリール、
　　（ｄ）Ｒ１２で任意選択に置換されたアルキニル、
　　（ｅ）１～３個のＲ１３ａで任意選択に置換されたアルコキシ、または
　　（ｆ）－Ｎ（Ｈ）（Ｒ１５）、のうちの１つであり、
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、－ＣＮ、または１～３個のハロゲンで任意選択に置換された
メチルであり、
　Ｒ６は、Ｈ、アルキル、－アルキレン－ＣＮ、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル
、ヘテロアリール、またはアリールであり、
　各Ｒ７は、独立して、アルキル、ハロゲン、ＣＮ、ヒドロキシル、ハロアルキル、シア
ノアルキル、またはヘテロアリールで任意選択に置換されたヒドロキシアルキルであり、
ただし、ハロゲンおよびＣＮがヘテロ原子に結合しておらず、
　Ｒ８は、ＣＮ、アリール、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、－（ＣＨ２）０～
３－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｒ６、－Ｃ（Ｏ）Ｒ６、－（ＣＨ２）０～３Ｃ（Ｏ）ＯＲ６、
－（ＣＨ２）０～３Ｓ（Ｏ）２Ｒ６、または

【化３】

、
　あるいはＲ７およびＲ８は、両方が飽和ヘテロシクロアルキルの同じ炭素原子に結合し
ているとき、ヘテロシクロアルキル、オキソヘテロシクロアルキル、またはジオキソヘテ
ロシクロアルキルを形成するために結合し、前記ヘテロシクロアルキル、オキソヘテロシ
クロアルキル、またはジオキソヘテロシクロアルキルは、１～２個のアルキル基で任意選
択に置換されており、前記オキソヘテロシクロアルキルは、アリールまたはヘテロアリー
ルに任意選択に縮合しており、
　Ｂは、結合、アリーレン、ヘテロアリーレン、またはヘテロシクロアルキレンであり、
前記アリーレン、ヘテロアリーレン、またはヘテロシクロアルキレンは、各々０～３個の
Ｇ１基および０～１個のＧ２基で置換されており、
　Ｌは、結合、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（
Ｏ）２－Ｎ（Ｈ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキレン、－Ｎ（Ｈ
）Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ４アルキレン、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ
１～Ｃ４アルキレン－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｈ）－（ＣＨ２）０～４－、－Ｃ１
～Ｃ６アルキレン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ６アルキレン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ６ハロアルキレン、－
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Ｏ－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－Ｏ－、または－Ｏ－Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキレンであり
、
　Ｔは、ヘテロアリール、アリール、アルキル、シクロアルキル、またはヘテロシクロア
ルキルであり、前記ヘテロアリール、アルキル、シクロアルキル、またはヘテロシクロア
ルキルは、各々０～３個のＧ３基および０～１個のＧ４基で置換されており、
　あるいはＢ－Ｌは、エチニレンであり、Ｔは、０～３個のＧ３基で置換されたヘテロア
リールであり、
　各Ｇ１は、独立して、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、アルコキシ、－Ｃ１～Ｃ４ハ
ロアルキル、ヒドロキシル、または－Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキルであり、
　Ｇ２は、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ０～Ｃ４ア
ルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、または－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ４アルキルであり、
　各Ｇ３は、独立して、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、－
Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル、または－Ｃ０
～Ｃ６アルキレン－ＣＮであり、
　Ｇ４は、炭素原子に結合しているとき、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ
６アルコキシ、－Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアル
キル、－Ｃ０～Ｃ６アルキレン－ＣＮ、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ
６アルキル、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－
Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ
）－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ０～Ｃ４ア
ルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｃ１～Ｃ４アルキル）２、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－Ｎ－（Ｃ
１～Ｃ４アルキル）２、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－Ｎ（Ｈ）－（Ｃ１～Ｃ４アルキル）、
－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－ＮＨ２、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－ヘテロシクロアルキル、－
Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはＣＮ、ＯＨ、－Ｃ１～
Ｃ４アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、もしくはハロゲン
で任意選択に置換された－Ｃ０～Ｃ６アルキレン－シクロアルキルであり、
　あるいはＧ４は、窒素原子に結合しているとき、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ６
アルキレン－Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、－Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ６ヒドロキ
シアルキル、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－ＣＮ、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ
１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ３アルキル－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキル
、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ
（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｃ１～Ｃ４アル
キル）２、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４アルキル）２、－Ｃ１～Ｃ６アル
キレン－Ｎ（Ｈ）－（Ｃ１～Ｃ４アルキル）、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－ＮＨ２、－Ｃ０
～Ｃ４アルキレン－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１
～Ｃ６アルキル、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、またはＣＮ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ
４アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、もしくはハロゲンで
任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－シクロアルキルであり、
　Ｒ９は、Ｈ、アルキル、ヒドロキシアルキル、またはハロアルキルであり、
　Ｒ１０は、－ＮＨＳ（Ｏ）２－アルキル、－Ｓ（Ｏ）２－アルキル、－Ｓ（Ｏ）２－ヘ
テロシクロアルキル、－Ｓ（Ｏ）２－Ｎ（Ｈ）アルキル、
－（ＣＨ２）０～２－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－（ＣＨ２）０～３－Ｏ－ア
リール－Ｒ９、－ヘテロアリール－Ｒ９、－（ＣＨ２）０～３－Ｏ－ヘテロアリール－Ｒ
９、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｏ－ヘ
テロシクロアルキル、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ４－アルキレン－Ｏ－Ｃ０～Ｃ４－アルキレン－ヘ
テロシクロアルキル、－（ＣＨ２）０～３－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－ア
リール、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－アルキル、－（ＣＨ２）０～３－ＮＨＣ（Ｏ）－ヘテロアリー
ル－Ｒ９、－（ＣＨ２）０～３－ＮＨＣ（Ｏ）－アリール－Ｒ９、アルキル、アルケニル
、アルキニル、またはＣＮであり、
　Ｒ１１は、ハロゲン、シクロアルキル、シクロアルケニル、またはヘテロシクロアルキ
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ルであり、
　Ｒ１２は、－Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、シクロアルキレン－Ｗ、ヘテロアルキレン－
Ｗ、ヘテロアリール－Ｗ、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ６、－Ｃ１～Ｃ６ア
ルキレン－Ｃ（Ｏ）ＯＲ６、－Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル、－Ｃ１～Ｃ６シアノアル
キル、－Ｚ１－アルキレン－Ｚ２、－Ｚ１－ハロアルキレン－Ｚ２、または－Ｚ１－ヒド
ロキシアルキレン－Ｚ２であり、
　各Ｒ１３ａは、独立して、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル、アルキル、ヒドロキシアルキ
ル、ハロアルキル、ＣＮ、またはヘテロシクロアルキルであり、
　Ｒ１５は、Ｈ、アルキル、ハロアルキル、ヒドロキシアルキル、シアノアルキル、ヘテ
ロアリールアルキル、アルキルで任意選択に置換されたヘテロアリール、またはヘテロシ
クロアルキルであり、
　Ｗは、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル、アルキル、ヒドロキシアルキル、ハロアルキル、
ＣＮ、またはヘテロシクロアルキルであり、
　Ｘは、結合、－Ｏ－、または－Ｎ（Ｈ）－であり、
　Ｚ１は、不在、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン、または－Ｃ１～Ｃ４ハロアルキレンであり、
　Ｚ２は、ヒドロキシルで任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ４アルコキシル、－Ｎ（Ｈ）
－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｎ
（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ４ハロアルキル、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ４アルキ
ル、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ４ハロアルキル、またはフェニルである、化合物、
またはその薬学的に許容される塩、溶媒和物、互変異性体、立体異性体、もしくは重水素
化類似体。
【請求項２】
　式ＩＩ（ｂ）またはＩＩ（ｃ）を有する、請求項１に記載の化合物、
【化４】

　　　　ＩＩ（ｂ）　　　　ＩＩ（ｃ）
またはその薬学的に許容される塩、溶媒和物、互変異性体、立体異性体、もしくは重水素
化類似体。
【請求項３】
　Ｒ４は、（ａ１）、（ａ２）、（ｂ１）、（ｂ２）、（ｃ１）、（ｄ）、（ｅ）または
（ｆ）：
　　（ａ１）０～３個のＲ７基で置換された飽和５～６員ヘテロシクロアルキルであって
、前記飽和ヘテロシクロアルキルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、
飽和５～６員ヘテロシクロアルキル、
　　（ａ２）０～３個のＲ７基で置換されたヘテロシクロアルケニルであって、前記ヘテ
ロシクロアルケニルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、ヘテロシクロ
アルケニル、
　　（ｂ１）０～３個のＲ７基で置換された飽和Ｃ３～Ｃ６シクロアルキルであって、前
記飽和Ｃ３～Ｃ６シクロアルキルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、
Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、
　　（ｂ２）０～３個のＲ７基で置換されたＣ５～Ｃ６シクロアルケニルであって、前記
シクロアルケニルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、Ｃ５～Ｃ６シク
ロアルケニル、
　　（ｃ１）１個のＲ１０基で置換されたアリールまたはヘテロアリールであって、前記
アリールまたはヘテロアリールが、１個のＲ１１基でさらに任意選択に置換されている、
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アリールまたはヘテロアリール、
　　（ｄ）Ｒ１２で置換された－Ｃ２～Ｃ３アルキニレン、
　　（ｅ）１～３個のＲ１３ａで任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、または
　　（ｆ）－Ｎ（Ｈ）（Ｒ１５）、のうちの１つであり、
　Ｒ５は、Ｈ、Ｆ、Ｂｒ、Ｃｌ、またはＣＨ３であり、
　Ｒ６は、Ｈ、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－ＣＮ、－Ｃ３～Ｃ６シ
クロアルキル、４～６員ヘテロシクロアルキル、５～６員ヘテロアリール、またはフェニ
ルであり、
　各Ｒ７は、独立して、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、ハロゲン、ＣＮ、ヒドロキシル、－Ｃ１
～Ｃ６ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ６シアノアルキル、またはヘテロアリールで任意選択に
置換された－Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキルであり、ただし、ハロゲンおよびＣＮがヘテ
ロ原子に結合しておらず、
　Ｒ８は、ＣＮ、フェニル、５～６員ヘテロシクロアルキルもしくはヘテロアリール、－
（ＣＨ２）０～２－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｒ６、－Ｃ（Ｏ）Ｒ６、－（ＣＨ２）０～２Ｃ
（Ｏ）ＯＲ６、
－（ＣＨ２）０～２Ｓ（Ｏ）２Ｒ６、または
【化５】

であり、
　あるいはＲ７およびＲ８は、両方が前記飽和ヘテロシクロアルキルの同じ炭素原子に結
合しているとき、ヘテロシクロアルキル、オキソヘテロシクロアルキル、またはジオキソ
ヘテロシクロアルキルを形成するために結合し、前記ヘテロシクロアルキル、オキソヘテ
ロシクロアルキル、またはジオキソヘテロシクロアルキルは、１～２個の－Ｃ１～Ｃ６ア
ルキル基で任意選択に置換されており、前記オキソヘテロシクロアルキルは、フェニルま
たは５～６員ヘテロアリールに任意選択に縮合しており、
　Ｒ１０は、－ＮＨＳ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ５アルキル、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ５アルキ
ル、－Ｓ（Ｏ）２－５～６員ヘテロシクロアルキル、－Ｓ（Ｏ）２－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ
５－アルキル、－（ＣＨ２）０～１－Ｏ－フェニル、－（ＣＨ２）０～１－Ｏ－（５～６
員）ヘテロアリール、－（ＣＨ２）０～１－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ２－アルキレン－
フェニル、－（ＣＨ２）０～１－ＮＨＣ（Ｏ）－５～６員ヘテロアリール、－（ＣＨ２）
０～１－ＮＨＣ（Ｏ）－フェニル、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－（５～６員）ヘテロシクロ
アルキル、－Ｃ２～Ｃ４アルケニル、またはＣＮであり、
　Ｒ１１は、Ｈ、Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ６シクロアルケニル、または５～
６員ヘテロシクロアルキルであり、
　Ｒ１２は、４～６員シクロアルキレン－Ｒ１３ａ、－Ｚ１－（ＣＨ２）１～２－Ｚ２、
－Ｚ１－（Ｃ１～Ｃ２）ハロアルキレン－Ｚ２、または－Ｚ１－（Ｃ１～Ｃ２）ヒドロキ
シアルキレン－Ｚ２であり、
　各Ｒ１３ａは、ハロゲン、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ１～Ｃ３ヒドロ
キシアルキル、－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、またはＣＮであり、
　Ｒ１５は、Ｈ、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ６ヒド
ロキシアルキル、－Ｃ１～Ｃ６シアノアルキル、またはヘテロアリール－Ｃ１～Ｃ６アル
キルであり、
　Ｚ１は、不在、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、または－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキレンであり、
　Ｚ２は、ヒドロキシルで任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ３アルコキシル、－Ｎ（Ｈ）
－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｎ
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（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ３アルキ
ル、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、またはフェニルである、請求項１
または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ４は、（ａ１）、（ａ２）、（ｂ１）、（ｂ２）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）または（
ｆ）：
　　（ａ１）０～１個のＲ７基で置換された飽和５～６員ヘテロシクロアルキルであって
、前記飽和ヘテロシクロアルキルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、
飽和５～６員ヘテロシクロアルキル、
　　（ａ２）０～１個のＲ７基で置換された５～６員Ｎ置換ヘテロシクロアルケニルであ
って、前記６員Ｎ置換ヘテロシクロアルケニルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換
されている、不飽和５～６員Ｎ置換ヘテロシクロアルキル、
　　（ｂ１）１個のＲ７基で置換された飽和シクロヘキシルであって、前記飽和シクロヘ
キシルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、シクロヘキシル、
　　（ｂ２）１個のＲ７基で置換されたシクロへキセニルであって、前記シクロアルケニ
ルが、１個のＲ８基でさらに任意選択に置換されている、シクロへキセニル、
　　（ｃ）１個のＲ１０基で任意選択に置換されたフェニル、ピリジル、もしくはピラゾ
リルであって、前記フェニル、ピリジル、もしくはピラゾリルが、１個のＲ１１基でさら
に任意選択に置換されている、フェニル、ピリジル、もしくはピラゾリル、
　　（ｄ）Ｒ１２で置換されたエチニレン、
　　（ｅ）１～２個のＲ１３ａで任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、または
　　（ｆ）－Ｎ（Ｈ）（Ｒ１５）、のうちの１つであり、
　Ｒ６は、Ｈ、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ３～Ｃ４シクロアルキル、４～６員ヘテロシ
クロアルキル、５～６員ヘテロアリール、またはフェニルであり、
　各Ｒ７は、独立して、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、フルオロ、クロロ、ブロモ、ＣＮ、ヒド
ロキシル、－Ｃ１～Ｃ４ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ４シアノアルキル、またはヘテロアリ
ールで任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキルであり、ただし、フルオロ
、クロロ、ブロモ、およびＣＮがヘテロ原子に結合しておらず、
　Ｒ８は、ＣＮ、フェニル、５～６員ヘテロアリール、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｒ６、－
Ｃ（Ｏ）ＯＲ６、
－（ＣＨ２）０～１Ｓ（Ｏ）２Ｒ６、または
【化６】

であり、
　あるいはＲ７およびＲ８は、両方が前記飽和ヘテロシクロアルキルの同じ炭素原子に結
合しているとき、ヘテロシクロアルキル、オキソヘテロシクロアルキル、またはジオキソ
ヘテロシクロアルキルを形成するために結合し、前記ヘテロシクロアルキル、オキソヘテ
ロシクロアルキル、またはジオキソヘテロシクロアルキルは、１～２個の－Ｃ１～Ｃ４ア
ルキル基で任意選択に置換されており、前記オキソヘテロシクロアルキルは、フェニルま
たは５～６員ヘテロアリールに任意選択に縮合しており、
　Ｒ１０は、－ＮＨＳ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキ
ル、－Ｓ（Ｏ）２－５～６員ヘテロシクロアルキル、－Ｓ（Ｏ）２－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ
４アルキル、－（ＣＨ２）０～１－Ｏ－フェニル、－（ＣＨ２）０～１－Ｏ－（５～６員
）ヘテロアリール、－（ＣＨ２）０～１－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－ＣＨ２－フェニル、－（ＣＨ
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２）０～１－ＮＨＣ（Ｏ）－５～６員ヘテロアリール、－（ＣＨ２）０～１－ＮＨＣ（Ｏ
）－フェニル、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－（５～６員）ヘテロシクロアルキル、－Ｃ２～
Ｃ４アルケニル－、またはＣＮであり、
　Ｒ１１は、ハロゲン、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ６シクロアルケニル、また
は５～６員ヘテロシクロアルキルであり、
　Ｒ１２は、４～６員シクロアルキレン－Ｒ１３ａ、－Ｚ１－（ＣＨ２）１～２－Ｚ２、
－Ｚ１－（Ｃ１～Ｃ２）ハロアルキレン－Ｚ２、または－Ｚ１－（Ｃ１～Ｃ２）ヒドロキ
シアルキレン－Ｚ２であり、
　各Ｒ１３ａは、Ｆ、Ｃｌ、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ１～Ｃ３ヒドロ
キシアルキル、－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、またはＣＮであり、
　Ｒ１５は、Ｈ、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ１～Ｃ４ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ４ヒド
ロキシアルキル、－Ｃ１～Ｃ４シアノアルキル、ヘテロアリール－Ｃ１～Ｃ４アルキルで
あり、
　Ｚ１は、不在、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、または－Ｃ１～Ｃ３フルオロアルキレンであ
り、
　Ｚ２は、ヒドロキシルで任意選択に置換された－Ｃ１～Ｃ３アルコキシル、－Ｎ（Ｈ）
Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｎ（
Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ３アルキル
、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、またはフェニルであり、
　Ｂは、結合、フェニレン、５～６員ヘテロアリーレン、または４～６員ヘテロシクロア
ルキレンであり、前記フェニレン、５～６員ヘテロアリーレン、または４～６員ヘテロシ
クロアルキレンは、各々０～２個のＧ１基および０～１個のＧ２基で置換されており、
　Ｌは、結合、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２－
Ｎ（Ｈ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ
）－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、Ｃ１～Ｃ４
アルキレン－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｈ）－（ＣＨ２）０～３－、－Ｃ１～Ｃ５ア
ルキレン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ５アルキレン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ５ハロアルキレン、－Ｏ－Ｃ１
～Ｃ５アルキレン－Ｏ－、または
－Ｏ－Ｃ１～Ｃ５ヒドロキシアルキレンであり、
　Ｔは、５～１０員ヘテロアリール、６～１０員アリール、Ｃ１～Ｃ６アルキル、３～６
員シクロアルキル、または４～６員ヘテロシクロアルキルであり、前記５～１０員ヘテロ
アリール、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、３～６員シクロアルキル、または４～６員ヘテロシク
ロアルキルは、各々０～３個のＧ３基および０～１個のＧ４基で置換されており、
　あるいはＢ－Ｌは、エチニレンであり、Ｔは、０～３個のＧ３基で置換された５～１０
員ヘテロアリールであり、
　各Ｇ１は、独立して、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、－
Ｃ１～Ｃ３ハロアルキル、ヒドロキシル、または－Ｃ１～Ｃ３ヒドロキシアルキルであり
、
　Ｇ２は、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ０～Ｃ３ア
ルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、または－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ３アルキルであり、
　各Ｇ３は、独立して、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ５アルキル、－Ｃ１～Ｃ５アルコキシ、－
Ｃ１～Ｃ５ハロアルキル、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ５ヒドロキシアルキル、または－Ｃ
０～Ｃ５アルキレン－ＣＮであり、
　Ｇ４は、炭素原子に結合しているとき、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ５アルキル、－Ｃ１～Ｃ
５アルコキシ、－Ｃ１～Ｃ５ハロアルキル、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ５ヒドロキシアル
キル、－Ｃ０～Ｃ５アルキレン－ＣＮ、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ
３アルキル、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－
Ｃ０～Ｃ３アルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ
）－Ｃ１～Ｃ２アルキル、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｎ－（Ｃ１～Ｃ３アルキル）２、－
Ｃ１～Ｃ４アルキレン－Ｎ（Ｈ）－（Ｃ１～Ｃ３アルキル）、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－
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ＮＨ２、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－ヘテロシクロアルキル、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－Ｃ
（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキル、またはＣＮ、ＯＨ、－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ（Ｏ）
Ｏ－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、もしくはハロゲンで任意選択に置換された－
Ｃ０～Ｃ３アルキレン－シクロアルキルであり、
　あるいはＧ４は、窒素原子に結合しているとき、－Ｃ１～Ｃ６アルキル、－Ｃ１～Ｃ６
アルキレン－Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、－Ｃ１～Ｃ６ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ６ヒドロキ
シアルキル、－Ｃ１～Ｃ６アルキレン－ＣＮ、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ
１～Ｃ３アルキル、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ３アルキ
ル、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－Ｃ（Ｏ）－
Ｎ（Ｈ）Ｃ１～Ｃ３アルキル、またはＣＮ、ＯＨ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、もしくはハロゲンで任意選択に置換された－Ｃ１
～Ｃ５アルキレン－シクロアルキルである、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物
。
【請求項５】
　Ｂは、結合、フェニレン、５～６員ヘテロアリーレン、または４～６員ヘテロシクロア
ルキレンであり、前記フェニレン、５～６員ヘテロアリーレン、または４～６員ヘテロシ
クロアルキレンは、各々０～２個のＧ１基および０～１個のＧ２基で置換されており、
　Ｌは、結合、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（Ｈ）－、－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２－
Ｃ１～Ｃ３アルキレン、－Ｎ－（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（
Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ３アルキレン、－Ｎ（Ｈ）－（ＣＨ２）０～３－、－Ｃ１～Ｃ４アルキ
レン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキレン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ４ハロアルキレン、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ
４アルキレン－Ｏ－、または－Ｏ－Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキレンであり、
　Ｔは、５～１０員ヘテロアリール、６～１０員アリール、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、３～
６員シクロアルキル、または４～６員ヘテロシクロアルキルであり、前記５～１０員ヘテ
ロアリール、Ｃ１～Ｃ４アルキル、３～６員シクロアルキル、または４～６員ヘテロシク
ロアルキルは、各々０～２個のＧ３基および０～１個のＧ４基で置換されており、
　各Ｇ１は、独立して、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ２アルキル、Ｃ１～Ｃ２アルコキシ、－Ｃ
１～Ｃ２フルオロアルキル、ヒドロキシル、または－Ｃ１～Ｃ２ヒドロキシアルキルであ
り、
　Ｇ２は、－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ２アルキル、－Ｃ０～Ｃ２アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ
Ｈ２、または－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～Ｃ２アルキルであり、
　各Ｇ３は、独立して、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ１～Ｃ４アルコキシ、－
Ｃ１～Ｃ４フルオロアルキル、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシアルキル、または
－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－ＣＮであり、
　Ｇ４は、炭素原子に結合しているとき、ハロゲン、－Ｃ１～Ｃ４アルキル、－Ｃ１～Ｃ
４アルコキシ、－Ｃ０～Ｃ４フルオロアルキル、ヒドロキシル、－Ｃ１～Ｃ４ヒドロキシ
アルキル、－Ｃ０～Ｃ４アルキレン－ＣＮ－Ｃ０～Ｃ２アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～
Ｃ２アルキル、－Ｎ（Ｈ）－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ０～Ｃ２アルキレン
－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ０～Ｃ２アルキレン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）－ＣＨ３、－Ｃ１～
Ｃ３アルキレン－Ｎ－（Ｃ１～Ｃ２アルキル）２、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－Ｎ（Ｈ）－
（Ｃ１～Ｃ２アルキル）、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－ＮＨ２、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－
ピロリジニル、－Ｃ０～Ｃ３アルキレン－シクロプロピル、－Ｃ０～Ｃ２アルキレン－Ｃ
（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ０～Ｃ２アルキレン－シクロプロピレン－ＯＨ、－
Ｃ０～Ｃ２アルキレン－シクロプロピレン－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ３アルキル、－Ｃ０～
Ｃ２アルキレン－シクロプロピレン－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、または－Ｃ０～Ｃ２アルキレン－シ
クロプロピレン－ＣＮであり、
　あるいはＧ４は、窒素原子に結合しているとき、－Ｃ１～Ｃ５アルキル、－Ｃ１～Ｃ５
アルキレン－Ｃ１～Ｃ５アルコキシ、－Ｃ１～Ｃ５ハロアルキル、－Ｃ１～Ｃ５ヒドロキ
シアルキル、－Ｃ１～Ｃ５アルキレン－ＣＮ、－Ｃ１～Ｃ２アルキレン－Ｓ（Ｏ）２－Ｃ
１～Ｃ２アルキル、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ１～Ｃ３アルキレ
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ン－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｈ）Ｃ１～Ｃ２アルキル、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－シクロプロピル
、または－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－シクロプロピレン－ＣＮである、請求項１～４のいず
れか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　ＢおよびＬは、結合であり、Ｔは、９～１０員二環式縮合アリールまたは９～１０員二
環式縮合ヘテロアリールであり、前記二環式縮合アリールまたは前記二環式縮合ヘテロア
リールは、各々１～３個の置換基、各々独立して、Ｃ１～Ｃ２アルキル、ハロゲン、Ｃ１
～Ｃ２ハロアルキル、ヒドロキシル、およびＣ１～Ｃ２ヒドロキシアルキルで任意選択に
置換されている、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　ＢおよびＬは、結合であり、Ｔは、各々１～２個の置換基、各々独立して、Ｃ１～Ｃ２
アルキル、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ２ハロアルキル、ヒドロキシル、およびＣ１～Ｃ２ヒドロ
キシアルキルで任意選択に置換された、ナフタレニル、イソキノリニル、キノリニル、イ
ソインドリル、１Ｈ－インダゾリル、２Ｈ－インダゾリル、１Ｈ－ベンズイミダゾリル、
１，３－ジヒドロ－２Ｈ－インデン－２－オン－５－イル、２，３－ジヒドロベンゾフラ
ニル、２，３－ジヒドロベンゾ［ｄ］チアゾリル、ベンゾチオフェニル、イミダゾ［１，
２－ａ］ピリジニル、インドリン－２－オンである、請求項１～６のいずれか一項に記載
の化合物。
【請求項８】
　Ｒ４は、
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【化７】

である、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ４は、

【化８】

である、請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
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　Ｒ４は、
【化９】

である、請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ４は、

【化１０】

である、請求項１～２のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ３は、
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【化１１】

【化１２】

【化１３】
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【化１４】

であり、式中、
　Ｇ１は、Ｈ、ＣＨ３、またはＦであり、
　Ｇ３は、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｆ、ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＯＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ２
Ｆ、－（ＣＨ２）２－ＣＮ、－（ＣＨ２）３－ＣＮ、－（ＣＨ２）１～２Ｃ（ＣＨ３）２
－ＣＮ、または－（ＣＨ２）１～２Ｃ（ＣＨ３）２－ＯＨであり、
　Ｇ４は、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｆ、ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＨ２Ｆ、－ＣＨ２
－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨＦ２、－ＣＨ２－ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２Ｆ、－（
ＣＨ２）１～２Ｃ（ＣＨ３）２－ＯＨ、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－シクロプロピル、－Ｃ
１～Ｃ４アルキレン－シクロプロピレン－ＣＮ、－Ｃ１～Ｃ４アルキレン－シクロプロピ
レン－ＯＨ、－Ｃ１～Ｃ５アルキレン－ＣＮ、または－（ＣＨ２）１～３Ｎ（ＣＨ３）２
であり、
　各Ｒ１６は、Ｈ、ハロゲン、またはハロゲンで任意選択に置換されたＣ１～Ｃ４アルキ
ルであり、
　Ｘ９は、結合またはＯであり、
　Ｘ１０は、ＣＨ、－Ｃ（ＣＨ３）－、またはＮであり、
　Ｘ１１は、ＣＨ２、ＮＨ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）、またはＳ（Ｏ）２である、請求項１～４
または８～１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ３は、
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【化１５】

【化１６】
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【化１７】

　であり、式中、
　Ｘ１０は、ＣＨ、－Ｃ（ＣＨ３）－、またはＮであり、
　Ｘ１１は、ＣＨ２、ＮＨ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（Ｏ）、またはＳ（Ｏ）２であり、
　Ｇ３は、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｆ、ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＣＨ３、－ＯＣＨ３、－ＣＨ
２－ＣＨ２Ｆ、－（ＣＨ２）２－ＣＮ、－（ＣＨ２）３－ＣＮ、－（ＣＨ２）１～２Ｃ（
ＣＨ３）２－ＣＮ、または－（ＣＨ２）１～２Ｃ（ＣＨ３）２－ＯＨであり、
　Ｇ４は、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｆ、ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＨ２Ｆ、－ＣＨ２
－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨＦ２、－ＣＨ２－ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２Ｆ、－（
ＣＨ２）２－ＣＮ、－（ＣＨ２）３－ＣＮ、－（ＣＨ２）１～２Ｃ（ＣＨ３）２－ＣＮ、
－（ＣＨ２）１～２Ｃ（ＣＨ３）２－ＯＨ、－ＣＨ２－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ２－Ｓ（Ｏ）
２－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｓ（Ｏ）２－ＣＨ３、－ＣＨ２－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２、－
ＣＨ２－ＣＨ２－モルホリニル、－ＣＨ２－ＣＨ２－ピロリジニル、－ＣＨ２－モルホリ
ニル、－ＣＨ２－ピロリジニル、－ＣＨ２－ＣＨ２－シクロブチル、－ＣＨ２－シクロブ
チル、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－シクロプロピル、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－シクロプロ
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ピレン－ＯＨ、または－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－シクロプロピレン－ＣＮであり、
　Ｒ１８は、ＨまたはＦである、請求項１～４または８～１２のいずれか一項に記載の化
合物。
【請求項１４】
　Ｒ３は、
【化１８】

である、請求項１～４または８～１３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ３は、
【化１９】

であり、式中、Ｒ１８は、ＨまたはＦである、請求項１～１１のいずれか一項に記載の化
合物。
【請求項１６】
　Ｒ３は、
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【化２０】

【化２１】
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【化２２】

【化２３】
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【化２４】

である、請求項１～５または８～１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ３は、
【化２５】
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【化２６】

【化２７】
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【化２８】

である、請求項１～５または８～１１のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｇ４は、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｆ、ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２Ｆ、
－（ＣＨ２）２－ＣＮ、－（ＣＨ２）３－ＣＮ、－（ＣＨ２）Ｃ（ＣＨ３）２－ＣＮ、－
ＣＨ２－Ｃ（ＣＨ３）２－ＯＨ、－Ｃ１～Ｃ３アルキレン－シクロプロピル、－ＣＨ２－
シクロプロピレン－ＯＨ、または－ＣＨ２－シクロプロピレン－ＣＮである、請求項１～
１７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１９】
　化合物が、
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【表８５】

から選択される、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか一項に記載の化合物と、薬学的に許容される担体とを含む、
医薬組成物。
【請求項２１】
　第２の医薬剤をさらに含む、請求項２０に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記第２の医薬剤が、ｉ）アルキル化剤、ｉｉ）抗生物質、ｉｉｉ）代謝拮抗剤、ｉｖ
）抗体療法剤、ｖ）ホルモンもしくはホルモン拮抗剤、ｖｉ）タキサン、ｖｉｉ）レチノ
イド、ｖｉｉｉ）アルカロイド、ｉｘ）抗血管新生剤、ｘ）トポイソメラーゼ阻害剤、ｘ
ｉ）キナーゼ阻害剤、ｘｉｉ）標的シグナル伝達、ｘｉｉｉ）生物学的応答調節剤、ｘｉ
ｖ）化学療法剤、ｘｖ）Ｈｓｐ９０阻害剤、ｘｖｉ）ファルネシルトランスフェラーゼ阻
害剤、ｘｖｉｉ）アロマターゼ阻害剤、ｘｖｉｉｉ）ＩＤＯ阻害剤、ｘｉｘ）ヒストンア
セチルトランスフェラーゼ（ＨＡＴ）阻害剤、ｘｘ）ヒストンデアセチラーゼ（ＨＤＡＣ
）阻害剤、ｘｘｉ）サーチュイン（ＳＩＲＴ）阻害剤、ｘｘｉｉ）ＢＥＴ阻害剤、または
ｘｘｉｉｉ）抗血管新生剤である、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　ＣＤＫ８によって媒介される疾患または状態を有する対象の治療における使用のための
、前記対象に有効量の請求項１～１９のいずれか一項に記載の化合物、またはその薬学的
に許容される塩、重水素化類似体、互変異性体、もしくは立体異性体、または請求項２０
～２２のいずれか一項に記載の医薬組成物であって、ここで、前記疾患または状態が、異
常にまたはそうでなければＣＤＫ８を発現する、または前述のいずれかの突然変異もしく
は転座を活性化する、化合物または医薬組成物。
【請求項２４】
　脳癌、肺癌、結腸癌、類表皮癌、扁平上皮癌、膀胱癌、胃癌、膵臓癌、乳癌、頭部癌、
頸部癌、腎臓癌（ｒｅｎａｌ　ｃａｎｃｅｒ）、腎臓癌（ｋｉｄｎｅｙ　ｃａｎｃｅｒ）
、肝臓癌、卵巣癌、前立腺癌、結腸直腸癌、子宮癌、直腸癌、食道癌、精巣癌、甲状腺癌
、黒色腫、ブドウ膜黒色腫、急性骨髄性、白血病、急性骨髄性白血病、多発性骨髄腫、慢
性骨髄性白血病、骨髄性細胞白血病、神経膠腫、カポジ肉腫、ヒト喉頭扁平上皮癌、炎症
、アルツハイマー病、パーキンソン病、認知症、アミロイドーシス、アテローム性動脈硬
化症、脳卒中／虚血、疼痛、外傷性脳損傷、腎臓病、炎症病理、２型糖尿病、またはウイ
ルス感染の治療における使用のための、請求項１～１９のいずれか一項に記載の化合物、
またはその薬学的に許容される塩、重水素化類似体、互変異性体、もしくは立体異性体、
または請求項２０～２２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
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　前記疾患または状態が、結腸直腸癌、胃癌、膵臓癌、黒色腫、乳癌、卵巣癌、肺癌、肺
癌転移、乳癌転移、または白血病である、請求項２３に記載の使用のための化合物または
組成物。
【請求項２６】
　前記ウイルス感染が、ＨＳＶ、ＨＣＭＶ、ＨＰＶ、またはＨＩＶである、請求項２４に
記載の使用のための化合物または組成物。
【請求項２７】
　前記疾患または状態が、ＦＬＴ３－ＩＴＤ急性骨髄性白血病である、請求項２４に記載
の使用のための化合物または組成物。
【請求項２８】
　１つ以上のＦＬＴ３阻害剤をさらに含む、ＦＬＴ３－ＩＴＤ急性骨髄性白血病の治療に
おける使用のための、請求項２０～２２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
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